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要 旨（300文字程度）

人工光型植物工場において，野菜の水耕と魚類の養殖を組み合わせたアクアポニックスに関する研究を進めおり，
これまでの研究でレタスとドジョウを組み合わせたアクアポニックスでは安定的な生産が可能となっている．さら
に，より高い収益性への要望に応じるために，現在，イチゴを用いた研究を行っている．ここでは，栽培適温の低
いイチゴに同様に冷涼な気候を好むニジマスと組み合わせたアクアポニックスを行い，植物体の生育，果実の収量
と品質および培養液中の無機養分濃度の変化について調べた結果を報告する．


